






































































































































































































































 次に示す事例は、1 対 1 のセッションの逐語記録の一部である。セッションは IC レコーダーで
録音され、筆者が逐語を起こした。聴き手は筆者で、話し手（作製者）はフォーカシング経験者の
女性（30 代）である。以下の記録は、コラージュについて話し始めて約 15 分経たところからのも
のである。左下の灯りの景色と金箔のうさぎ、灯りの景色右上の器について語っている箇所である。
































































しょうか。  （ ）は本人。 
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